
※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

※必ずラベルの登録内容をご確認ください

各作物に適用のある殺菌剤との混用散布が有効です

◎石灰硫黄合剤、アルカリ性農薬、銅剤、液肥、ホルモン剤との混用は避け
てください。

◎ストレプトマイシン剤、キチン、キトサン類、カルシウム剤（ファイトカルを除く）、微量要
素剤、鉄など金属を含む葉面散布肥料との混用は避けてください。井戸水で、鉄分など
を多く含む水での使用も避けてください。

露地栽培などで雨風に晒された後のケアにおすすめ！

「亜りん酸」配合 N-P-K＝0-28-26 茶葉から抽出した植物活力資材

強い風雨の後は傷口から病害に感染しやすくなります

酵母由来のアミノ酸
キトサンオリゴ糖

キレートカルシウム剤
トレハロース・グリシンベタイン配合

優れた浸透性

台風・豪雨直後とその1週間後に散布

施設栽培では遮光と組み合わせての利用も有効です

台風・豪雨後の急激な日射によるしおれや草勢低下対策に！

ゲリラ豪雨・台風対策編

浸水による土壌の酸欠に！
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